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回次 第16期中間会計期間 第15期

会計期間
自　2025年６月１日
至　2025年11月30日

自　2024年６月１日
至　2025年５月31日

売上高 （千円） 4,473,292 7,147,966

経常利益 （千円） 839,006 704,739

中間（当期）純利益 （千円） 597,262 493,657

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － －

資本金 （千円） 30,000 30,000

発行済株式総数 （株） 12,805,000 9,000,000

純資産額 （千円） 3,067,615 2,535,325

総資産額 （千円） 4,625,140 3,892,135

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 53.25 44.18

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － 13.50

自己資本比率 （％） 66.2 65.0

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 650,974 709,372

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △4,198 △519,076

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △64,971 △111,937

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 2,407,535 1,825,731

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．当社は第15期中間会計期間については中間財務諸表を作成していないため、第15期中間会計期間に係る主要

な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

５．第16期中間会計期間における１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりませ

ん。

６．当社は2025年８月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割するとともに、同日付で自己株式

5,195,000株を消却しております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間

（当期）純利益を算定しております。また、当該株式分割及び自己株式の消却により、発行済株式総数は

3,805,000株増加し、12,805,000株となっております。なお、第15期における１株当たり配当額につきまし

ては、当該株式分割前の実際の１株当たり配当額を記載しております。

２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前中間

会計期間について中間財務諸表を作成していないため、前年同中間会計期間との比較分析は行っておりません。

（１）財政状態及び経営成績の概況

①財政状態の分析

（資産）

　当中間会計期間末における資産は4,625,140千円となり、前事業年度末に比べ733,004千円増加しました。これ

は主に現金及び預金が581,804千円、売掛金が190,537千円増加したことによるものであります。

（負債）

　当中間会計期間末における負債は1,557,524千円となり、前事業年度末に比べ200,713千円増加しました。これ

は主に未払法人税等が275,419千円増加したことによるものであります。

（純資産）

　当中間会計期間末における純資産は3,067,615千円となり、前事業年度末に比べ532,290千円増加しました。こ

れは主に自己株式が1,097,916千円、利益剰余金が535,356千円減少したことによるものであります。

②経営成績

　当中間会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や新政権の経済政策への期待を背景に、緩やか

な回復基調で推移いたしました。一方で、米国の通商政策による景気の下振れリスクや日中関係の不安定化等に

より、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　国内の雇用情勢については、厚生労働省が公表した2025年11月の有効求人倍率は1.18倍となりました。（「一

般職業紹介状況（令和７年11月分）について」厚生労働省調べ）

　このような市場環境の下、労働人口の縮小に伴う人手不足が継続する中にあっても、企業の採用ニーズが底堅

く推移しております。特に、コロナ禍以降に企業活動へ広く浸透したＤＸ推進の定着に加え、近年のＡＩ技術の

急速な発展が重なり、ＩＴ人材や高度専門職に対する需要は一段と高まりを見せており、ＩＴ・Ｗｅｂ・ゲーム

業界に特化した人材紹介事業を展開する当社にとっては、事業推進に追い風となっております。

　当社におきましては、販売促進活動を強化し求職者の獲得を着実に進めるとともに、これらの求職者と面談を

行うＣＡ（キャリアアドバイザー）の増員を進めることで体制を強化しており、面談数は増加しております。成

約決定率につきましても一定水準を維持しており、その結果、成約数は順調に増加しております。また、賃上げ

トレンドを背景に想定年収が上昇しているほか、求人企業間の競争激化を背景に紹介手数料率の見直しが進んで

おり、その結果、成約単価が上昇しております。

　以上の結果、当中間会計期間における当社の業績は、売上高4,473,292千円、営業利益839,815千円、経常利益

839,006千円、中間純利益597,262千円となりました。

　なお、当社は人材紹介事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

（２）キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ581,804千

円増加し、2,407,535千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は650,974千円となりました。これは主に、資金の増加要因として、税引前中間

純利益839,006千円の計上があった一方で、資金の減少要因として、売上債権の増加額179,390千円があったこと

によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は4,198千円となりました。これは主に、資金の減少要因として、有形固定資産

の取得による支出2,697千円及び敷金・保証金の差入による支出1,500千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は64,971千円となりました。これは主に、資金の減少要因として、配当金の支払

額による支出75,606千円があったことによるものであります。

（３）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

（４）経営方針・経営戦略等

　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,220,000

計 51,220,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

（注）2025年７月11日開催の取締役会決議及び2025年８月15日開催の定時株主総会決議により、2025年９月１日付で株式

分割を含む定款の変更を行い、発行可能株式総数は15,220,000株増加し、51,220,000株となっております。

種類
中間会計期間末現在

発行数（株）
（2025年11月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2026年１月22日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,805,000 12,805,000 非上場

完全議決権株式であり、

株主としての権利内容に

何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であ

ります。

なお、単元株式数は100株

であります。

計 12,805,000 12,805,000 － －

②【発行済株式】

（注）１．2025年７月11日開催の取締役会決議により、2025年８月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割す

るとともに、同日付で自己株式5,195,000株を消却しております。これにより、発行済株式総数は3,805,000株

増加し、12,805,000株となっております。

２．2025年８月15日開催の定時株主総会決議により、2025年９月１日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。
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決議年月日 2025年８月15日

付与対象者の区分及び人数（名） 　当社取締役　１

新株予約権の数（個）※ 34,000　（注）１

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数（株）※ 普通株式　34,000　（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円）※ 355　（注）２

新株予約権の行使期間※

自　2027年８月16日

至　2035年７月15日

ただし、権利行使の最終日が当社の休日にあたる場合

にはその前営業日とする。

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）※

発行価格　　355

資本組入額　177.5

新株予約権の行使の条件※

①新株予約権者は、権利行使時においても当社又は当

社子会社の取締役、監査役、従業員の地位を有して

いなければならない。

②新株予約権者は、当社の株式のいずれかの金融商品

取引所への上場（以下、「株式公開」という。）が

なされるまでの期間及び株式公開の日後12ヵ月を経

過する日までの期間は、新株予約権を行使すること

はできないものとする。

③新株予約権者が死亡した場合、その相続人による新

株予約権の行使は認めないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項※
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役

会の決議による承認を要するものとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項※

当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限

る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）

をする場合において、組織再編行為の効力発生日にお

いて残存する新株予約権の新株予約権者に対し、それ

ぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号のイ

からホまでに掲げる株式会社の新株予約権をそれぞれ

交付することとする。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

調整後行使価額 ＝
既発行株式数 × 調整前行使価額 ＋ 新発行株式数 × １株当たり払込金額

既発行株式数 ＋ 新発行株式数

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

第５回新株予約権

※新株予約権発行時（2025年８月31日）における内容を記載しております。なお、提出日の前月末現在（2025年12月31

日）において、変更事項はありません。

　（注）１．新株予約権１個当たりの目的となる株式数は、１株であります。

２．新株予約権の行使時の払込金額（行使価額）の調整方法は、以下のとおりであります。

（１）新株予約権の割当日後、当社が普通株式につき株式分割（株式無償割当を含む。）又は株式併合を行う

場合、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

（２）新株予約権の割当日後、当社が普通株式につき行使価額を下回る払込金額で募集株式の発行又は自己株

式の処分を行う場合（新株予約権の行使に基づく株式の発行・処分を除く。）、次の算式により行使価

額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

　上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控

除した数とし、自己株式の処分を行う場合には「新規発行」を「自己株式の処分」、「１株当たり払

込金額」を「１株当たり処分金額」と読み替えるものとする。
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（３）新株予約権の割当日後、当社が吸収合併、新設合併、吸収分割、新設分割、株式交換若しくは株式移転

を行う場合又はその他やむを得ない事由が生じた場合には、行使価額は、合理的な範囲で調整されるも

のとする。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年８月31日　（注） 9,000,000 18,000,000 － 30,000 － －

2025年８月31日　（注） △5,195,000 12,805,000 － 30,000 － －

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（注）2025年７月11日開催の取締役会決議に基づき、2025年８月31日付で普通株式１株につき２株の株式分割及び自己株

式5,195,000株の消却を行っております。

2025年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

株式会社ブリッジインベストメント
東京都渋谷区道玄坂一丁目10番８号渋

谷道玄坂東急ビル２Ｆ－Ｃ
6,300,000 56.10

奥山　貴広 東京都渋谷区 3,950,000 35.17

株式会社アーキスト
東京都渋谷区道玄坂一丁目10番８号渋

谷道玄坂東急ビル２Ｆ－Ｃ
900,000 8.01

ギークリー従業員持株会 東京都渋谷区渋谷二丁目17番１号 81,000 0.72

計 － 11,231,000 100.00

（５）【大株主の状況】

2025年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 1,574,000 －

完全議決権株式であり、

株主としての権利内容に

何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であ

ります。

なお、単元株式数は100株

であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式　　11,231,000 112,310 同上

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】
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区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 12,805,000 － －

総株主の議決権 － 112,310 －

2025年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ギークリー
東京都渋谷区渋谷二丁目

17番１号
1,574,000 － 1,574,000 12.29

計 － 1,574,000 － 1,574,000 12.29

②【自己株式等】

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、財務諸表等規則第１編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の定める「有価証券上場規程」第204条第６項の規定に基づき、金融商品取引法

第193条の２第１項の規定に準じて、中間会計期間（2025年６月１日から2025年11月30日まで）に係る中間財務諸表

について、ＰｗＣ Ｊａｐａｎ有限責任監査法人による期中レビューを受けております。

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の５－６」の規定に準じて前年同期との

対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2025年５月31日）

当中間会計期間
（2025年11月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,825,731 2,407,535

売掛金 576,745 767,282

その他 143,876 123,000

流動資産合計 2,546,352 3,297,819

固定資産

有形固定資産 519,496 474,265

無形固定資産 59,415 37,898

投資その他の資産

その他 775,103 823,387

貸倒引当金 △8,231 △8,231

投資その他の資産合計 766,871 815,156

固定資産合計 1,345,783 1,327,320

資産合計 3,892,135 4,625,140

負債の部

流動負債

買掛金 139,878 148,529

未払法人税等 18,535 293,954

賞与引当金 150,169 206,417

その他 948,647 808,497

流動負債合計 1,257,231 1,457,399

固定負債

資産除去債務 99,579 100,125

固定負債合計 99,579 100,125

負債合計 1,356,810 1,557,524

純資産の部

株主資本

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 30,268 －

利益剰余金 3,897,294 3,361,937

自己株式 △1,428,656 △330,740

株主資本合計 2,528,906 3,061,196

新株予約権 6,418 6,418

純資産合計 2,535,325 3,067,615

負債純資産合計 3,892,135 4,625,140

１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】
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（単位：千円）

当中間会計期間
（自　2025年６月１日

至　2025年11月30日）

売上高 ※１　4,473,292

売上原価 462,250

売上総利益 4,011,041

販売費及び一般管理費 ※２　3,171,226

営業利益 839,815

営業外収益

受取利息 1,468

助成金収入 1,600

営業外収益合計 3,068

営業外費用

長期前払費用償却 833

株式交付費 3,000

その他 44

営業外費用合計 3,877

経常利益 839,006

税引前中間純利益 839,006

法人税、住民税及び事業税 294,179

法人税等調整額 △52,435

法人税等合計 241,744

中間純利益 597,262

（２）【中間損益計算書】
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（単位：千円）

当中間会計期間
（自　2025年６月１日

至　2025年11月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 839,006

減価償却費 69,514

敷金償却額 3,437

賞与引当金の増減額（△は減少） 56,248

受取利息及び受取配当金 △1,468

売上債権の増減額（△は増加） △179,390

前払費用の増減額（△は増加） 14,988

仕入債務の増減額（△は減少） 10,158

未払金の増減額（△は減少） △239,992

未払消費税等の増減額（△は減少） 86,962

その他 8,802

小計 668,266

利息及び配当金の受取額 1,468

法人税等の支払額 △18,760

営業活動によるキャッシュ・フロー 650,974

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,697

敷金・保証金の差入による支出 △1,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,198

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の処分による収入 10,635

配当金の支払額 △75,606

財務活動によるキャッシュ・フロー △64,971

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 581,804

現金及び現金同等物の期首残高 1,825,731

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※　2,407,535

（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】
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前事業年度
（2025年５月31日）

当中間会計期間
（2025年11月30日）

当座貸越極度額及び貸出コミット

メントの総額

1,800,000千円 1,800,000千円

借入実行残高 － －

差引額 1,800,000 1,800,000

【注記事項】

（中間貸借対照表関係）

当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

　当社は運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３行と当座貸越契約又は貸出コミットメント契約を締結

しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

当中間会計期間
（自　2025年６月１日

至　2025年11月30日）

給与手当 909,531千円

販売促進費 1,100,977

賞与引当金繰入額 56,248

（中間損益計算書関係）

※１　売上高の季節的変動

当中間会計期間（自　2025年６月１日　至　2025年11月30日）

　当社の売上高は、４月入社を前提とした求職者が多いことや、年度替わり・賞与支給後のタイミング等

に転職ニーズが高まりやすい日本の採用慣行の影響を受け、第４四半期、特に４月に集中する傾向にあ

り、業績に季節的変動があります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当中間会計期間
（自　2025年６月１日

至　2025年11月30日）

現金及び預金勘定 2,407,535千円

現金及び現金同等物 2,407,535

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

下記のとおりであります。

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年８月15日

定時株主総会
普通株式 75,606千円 13.5 2025年５月31日 2025年８月18日 利益剰余金

（株主資本等関係）

当中間会計期間（自　2025年６月１日　至　2025年11月30日）

１．配当金支払額

（注）当社は、2025年８月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、上記１株当たり配当

額については、当該株式分割前の１株当たり配当額を記載しております。

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

３.株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の処分）

　当社は、2025年７月11日開催の取締役会において、当社従業員持株会を引受先とした第三者割当による自

己株式の処分を決議し、2025年８月15日開催の定時株主総会決議を経て、2025年８月28日付で自己株式

2026/01/20 9:48:29／25318511_株式会社ギークリー_公開申請書類（半期）

- 11 -



15,000株を処分いたしました。これにより、資本剰余金が4,331千円増加し、自己株式が6,303千円減少して

おります。

（自己株式の消却）

　当社は、2025年７月11日開催の取締役会決議に基づき、2025年８月31日付で自己株式5,195,000株の消却

を実施いたしました。これにより、資本剰余金及び自己株式が1,091,612千円それぞれ減少しております。

なお、自己株式の消却によりその他資本剰余金の残高が負の値となったため、その他資本剰余金を零とし、

当該負の値をその他利益剰余金から減額しております。

　これらの結果などにより、当中間会計期間末において、資本剰余金は－千円、利益剰余金は3,361,937千

円、自己株式は330,740千円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当中間会計期間（自　2025年６月１日　至　2025年11月30日）

　当社は、人材紹介事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

（収益認識関係）

　当社は、人材紹介事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益は人材紹介事業による手数料のみ

であることから、収益の分解情報については記載を省略しております。なお、顧客との契約から生じる収益以外の

収益はありません。

当中間会計期間
（自　2025年６月１日

至　2025年11月30日）

１株当たり中間純利益 53円25銭

（算定上の基礎）

中間純利益（千円） 597,262

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る中間純利益（千円） 597,262

普通株式の期中平均株式数（株） 11,216,574

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、

前事業年度末から重要な変動があったものの概要

2025年８月15日開催の取締役会

決議による第５回新株予約権

新株予約権の数　34,000個

（普通株式　　　34,000株）

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株

式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２．当社は、2025年７月11日開催の取締役会決議により、2025年８月31日付で普通株式１株

につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行

われたと仮定して１株当たり中間純利益を算定しております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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